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卒業生の皆さま、ぜひお越しください！
エネルギッシュに活動する現役学生がお待ちしています

ゼミのグループラインなどでご案内
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予告　2026年10月24日（土）

同窓会　記念事業　【企画概要】

〇日本社会事業大学80年
　～社大の発展とともに歩んだ同窓生の活動記録～

〇ゼミ・寮生・サークルなどが繋がる集いを開催します

“卒業生集まれ！「ゼミ・寮生・サークル等のホームカミングデー交流会」を開催します”

日本社会事業大学は、2026年（令和8年）11月に創立80周年
を迎えます。第二次世界大戦後1946年（昭和21年）11月9日
に創立された日本社会事業大学。約80年間で18,000人を超
える同窓生ネットワークを築いています。
創立80周年を契機として多くの同窓生が繋がり、母校悠久の
未来に向かって歩みを刻みましょう!

創立から現在まで日本社会事業大学の福祉教育に携わった80人の証言集を作成します。
■ドキュメント「日本社会事業大学物語　餓ひょうの野　社会の福祉誰が任ぞ」

【第1部】日本社会事業大学と私　
【第2部】社大教育と卒業生の実践
　　　  の軌跡
【第3部】「社会の福祉誰が任ぞ」・
　　　　「忘我の愛と智の灯」
各年代の同窓生の実践活動、大学
とのつながりなど社大に対する熱
い想いといにしえのメモリアル写
真が満載された一冊です。
　      ～実行委員会卒業生代表企画～

「ホームカミングデー」は、卒業生をお招きし、大学祭などを楽しむとともに、恩師や友人
と再会する場としていただく交流イベントです。2024年6月より実行委員会の“在学生メ
ンバー主体”となってホームカミングデーを実施したいという企画が始まりました。在校
生代表メンバーは“やる気”と“元気”の両方とも満タンです。　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～実行委員会在学生代表企画～

※大学第55回大学祭（社大祭）にて

「80周年記念コンサート」など楽しい交流イベントを企画中
〇企画例
80周年記念コンサート・参加者交流会　
社大祭プログラム参加・キャンパス見学会　　　　　　　
ゼミ会　寮生同窓会　サークル交流会　同期会　　　
※詳細が決まりましたら、順次ゼミのグループライン・同窓会報・
　ホームページなどでご案内します。

卒業生
集まれ！

農村要保護世帯調査 山村調査

オリエンテーションキャンプ・
榛名

社会事業大学前歩道橋
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　今年度の学園祭テーマ

「あつまれ  社大の森」
　今年度の学園祭テーマ

「あつまれ  社大の森」

10月25日・26日　第54回社大祭

大学グランド・学生食堂

映画上映会　
『生きて、生きて、生きろ。』　

10月19日  11月2日  

11月4日  

同期会開催報告同期会開催報告

こんにちは、軽音楽サークルです！ゆるキャラじゃんけん大会　清瀬市・東久留米市とコラボ

生け花作品展示／華道部チロルオープニング前の実行委員打合せ

キックボーリングとタピオカミルクティーの出店縁日とポスター展示

原宿坂下口から徒歩５分ほど、
今 回 会 場となった B L U E 
GARDENは、テラス席もある開
放的なイタリアンレストラン。こ
のお店のリラックスできる雰囲
気も手伝って、参加者は自由に
席を替わりつつ、お互いの近況
報告に昔ばなしにと、花を咲か
せることができました。　　　  
　　　　　　　  （幹事：小田中）

学部10期同期会は2018年まで２年毎開催が2020年はコロナ禍で延期となり、2022年11月鹿児島

市での同期会で解散しました。以後随時有志会として開催することになり、2023年5月横浜市で開催し

ました。今回は同窓会の岐阜県支部長阪野さん発案で名古屋市での開催を呼びかけた結果、想定外

の16名参加で三次会まで続きました。継続要望があり、来年宇都宮市開催となります。 　  （幹事：内田）

2025年5月にご逝
去された伊藤博胤
さん（新関東大学準
硬式野球連盟名誉
会長・野球部ОB・元
野球部部長・元大
学学生課長）の追
悼試合および偲ぶ

会、併せて令和7年秋季リーグ戦納会を開催しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（準硬式野球部主将：橋本成騎）

ＹＲイベントホール（池袋）

準硬式野球部　
伊藤博胤さん追悼試合・偲ぶ会

社大10期有志会　旬魚左阿彌（さあみ)
名鉄店（名古屋駅前）

1979年度生27名が
原宿BlueGardenに集合！
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お申し込み案内お申し込み案内

母校との連携による社会福祉セミナーを開催します。どなたでも参加いただけますので、
ご友人、職場の皆さまなどお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。

2026/7/11
同窓会×大学による 社会福祉セミナーin栃木

【テーマ】　2030年に向けた福祉を取り巻く情勢と課題
～障がい者と地域社会の真の共生をめざして～

2026年 7月 11日（土）　13：30～16：30

「これからの時代のソーシャルワーク」

～さまざまな福祉ニーズに対応できる
地域共生社会の実現をめざして～

永島 徹 氏

すぎのこ会・パステル・同愛会（活動紹介メンバー）
進行～曽根コーディネーター
助言 基調講演者（社会福祉士事務所風のささやき）
「親亡き後の具体的な支援事例から」

「“私たちのオレンジリボン運動”について」
日本社会事業大学ボランティアサークル「オレンジクレヨン」

日本社会事業大学
福祉マネジメント研究科特任准教授
NPO法人風の詩理事長

ライトキューブ宇都宮 4階会議室
栃木県宇都宮市宮みらい1－20／JＲ宇都宮駅東口改札口から徒歩2分

会場とオンラインの両方で開催　　会場参加5０名/ZOOM参加5０名
参加費無料、どなたでも参加できます。

下記の「お申込フォーム」よりお申込みください。
https://fs220.xbit.jp/b646/form2/
※お申込みいただいたメールアドレスにZoomによる
オンライン参加ためのＵＲＬ又はご来場の案内等をお知らせします。
「同窓会HP」からも申込みできます。⇒https://jcsw-alumni.com/

令和8年2月15日から6月30日まで

セミナー

座談会 実践報告

日　時

会　場

開催形式

お申込方法

お申込期間

基調講演

「障害者福祉活動実践の最前線から見えるもの」

Ⅰ.社会福祉法人　すぎのこ会（栃木市）
　児童期から高齢期までの
　ライフステージに応じた福祉サービス
Ⅱ.社会福祉法人　パステル（小山市）
　障がい者の将来の生活設計をどう考えるか
Ⅲ.社会福祉法人　同愛会（那珂川町）
　人と人との関わりを原点に「福祉」の価値や
　役割を共有する

曽根　直樹 氏●コーディネーター
日本社会事業大学社会事業研究所客員教授

活動紹介・問題提起

スタジオでの収録風景

ＹＲイベントホール（池袋）
11月24日  

ワンダーフォーゲル部は1970年7
月20日に創設されました。令和7年
11月24日、ワンゲル創立55周年を
記念して、OB会主催でパーティーを
開催しました。参加者は28名。創立
メンバーも多数参加され、旧交を温
めあいました。　 　　  （幹事：菊池）

FMラジオ局NACK 5
（79.5Mhz）で日本社会
事業大学通信教育科の
CMが放送されました

ワンダーフォーゲル部
創立55周年記念パーティー
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「福祉リーダーが語る共生社会デザイン
～ホームレス支援の最前線から～」

オープンキャンパスを通じて、参加者の
皆さんが、進路を考える上で何かしらの
ヒントを得てくれていれば幸いです！

2024年3月22日「さぁみんな！！ちょっぱやに行こう」

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

　日本社会事業大学では2025年にオープンキャンパスを7回開催（3月・5月・6月・7月・8月2回・9月）。2026年度入試ガイダンス、各学
部の紹介及び模擬授業のほか、オープンキャンパス委員によるキャンパスツアーなど多彩なプログラムを用意し、受験生のほか高校
1、2年生や保護者にも好評です。（以下、大学HP・インフォメーション等より）

　大学のオープンキャンパス委員は、高校生や保護者の方々が「日本社会事業大学に入りたい！」と思えるようなイベントを企画・運営する学
生主体で活動しています。主な役割は、高校生の進路選択をサポートし、大学の魅力を伝える！ことです。

高校生に近い視点でイベントを
企画し、高校生が知りたい情報を
分かりやすく提供することに力を
入れています。例えば、大学生の
日常生活など、資料だけでは分
からないリアルな学生生活を紹
介することも好評です。

毎年３月、公認サークル『学生生活向上委員会（旧生協組織部）』は、『ちょっぱや』と呼ばれる
新入生向けのイベントを行っています。「ちょっと早めのお友だち作り」を目的として同級生
や先輩との繋がりの場や、ミニゲームの企画により新たに始まる学生生活への不安や疑問を
解消します。毎年『ちょっぱや』がきっかけで、というエピソードを新入生から多くいただいて
おり、私たちの活動の励みとなっています。　　　　　　　　　　　　　  【大学アリーナで】

キャンパスツアーのガイド
: 大学の施設を案内しな
がら、学生ならではの視点
で紹介します。

□大学オープンキャンパス委員の役割と活動

学生目線での企画・運営学生目線での企画・運営

大学生活をイメージしやすいよ
う、学食体験の場を提供します。

参加者が興味のある分野を体験できる
よう、教員と連携しテーマを決めます。

「シャダイニング」の学食は美味し
いと評判です！私も大好き！ぜひ食
べてみてくださいね!

キャンパスツアーでは、来場者の
皆さんが介護実習棟の設備に驚
かれています！

豊富なメニューから選べる！学食体験 模擬授業を体験してみよう！

私たちのお仕事紹介私たちのお仕事紹介

受験生応援企画～合格体
験談～:なぜ日本社会事業
大学を選んだか、聞いてよ
かったという声が多いプ
ログラムの一つです。

学生なんでも相談室：
高校生の悩みや疑問
に答え、大学生活に
ついて相談に乗りま
す。受験勉強、学生生
活、ボランティア。その
他／高校にはない面
白い大学の授業／サークルや課外活動／寮生活、一
人暮らしの生活／学食やお昼休みの過ごし方など

□オープンキャンパス委員が選ぶ！オープンキャンパスの見どころ

□オープンキャンパス委員からのメッセージ

□入学予定者向けイベント『ちょっぱや』／学生生活向上委員会

代表　藤縄 晴浬（ふじなわはるり）福祉計画学科2年
　キャンパスツアーでは、単に大学の魅力を伝えるだけでなく、
自分自身がこの場所で得た多くの経験や体験を交えて説明し、
積極的にコミュニケーションをとることを心掛けています。ツア
ーが終わった後、参加者の方から「すごく分かりやすかったで
す！」「この大学に進学したいという気持ちが強くなりました！」な
どといった言葉をいただいたときは、やりがいとともに、大きな
達成感を感じます。例年の在学生企画「合格体験談」に加え新
たな企画を実施することができ、有意義な活動ができたととも
に、代表の仕事を通して自分自身も成長することができました。

鈴木 琉偉（すずきるい）福祉援助学科1年
　オープンキャンパスでは、日本社会事業大学と
社会福祉分野に興味を持って参加してくれた高校
生たちが楽しそうに校内を巡る姿がとても印象的
です。キャンパス委員としてオープンキャンパスに
参加するのは今年が初めてで、慣れないことも多く
運営は大変ですが、約40名のメンバーで相談し、
挑戦してみて良かったです。オープンキャンパスは
2026年も社大を知ることができる企画を実施しま
すので皆さんぜひ足を運んでみてください！！

社大の魅力を
もっともっと伝えたい！
より親しみやすく分かりやすい
学生目線のプレゼンテーションでお迎え
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母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

誰もが学びやすいキャンパスを目指して
大学における障がい学生支援の取り組み

　高校卒業者の大学進学率が6割近く(59.1％)になり、また、障害者

差別解消法の改正で私立大学にも「合理的配慮」が義務化されたな

か、障害がある高校生にとっては依然として進学にさまざまなハード

ルがあると言われている。障害者の大学進学に際して、どのような困

難があり、学校現場や生徒たちはどのように向き合っているのか。大

学における障がい学生の支援体制について紹介する。
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受
室
別

ラ
ボ
償
有
う
担
を
ど
な
記
筆
約
要

２４

近。
る
す
録
登
が
人約、

度
年
毎
は
年

８０

生
学
害
障
の
人

に
神
精
や
達
発。
る
い
て
し
籍
在
が

性
特
て
え
増
が
生
学
る
あ
の
害
障

床
臨
は
に
室
談
相。
応
対
て
し
員
増

。
る
い
て
し
置
配
を
ど
な
士
理
心

）
市
岡
福
（大
州
九

組
り
取
に
動
活
発
啓
や
備
整
の
度

は
員
教
当
担
の
室
同。
た
き
で
ん

相、
と
員
職
教
の
場
立
る
す
慮
配
「

な
の
害
障
る
あ
で
場
立
る
す
解
理
互

解
理
に
う
よ
の
ど、
し
対
に
生
学
い

障。
す
話
と」
題
課
が
か
る
め
広
を

ア
ピ
「生
学
う
担
を
援
支
の
生
学
害

初
で
式
学
入
の
月
４
は
年
今。
る
れ

こ
た
し
を
訳
通
話
手
が
生
学
て
め

の
倍
の
年
例、
り
ま
高
が
心
関
で
と約

２０

立
国
の
縄
沖・
州
九

１１

携
連
で
学
大

携
連
る
す
関
に
援
支
生
学
害
障

や
ン
コ
ソ
パ
に
中
業
授、
り
お
て
け

ピ
の
大
州
九、
は
年
今。
る
い
て
し

開
を
座
講
る
す
導
指
に
生
学
の
学

講、
し
携
連
で
学
大
各、
後
今。
催

他
で
い
な
つ
で
ン
イ
ラ
ン
オ
を
義

う
行
を
援
支
の
生
学
害
障
の
学
大

。
る
い
て
し
討
検
を
と
こ

の
制
体
援
支
の
者
害
障

等
景
背・
性
要
重

状
現
の
生
学
る
あ
の
害
障

・例
事
み
組
り
取
の
学
大

り
よ
ン
イ
ラ
ン
オ
聞
新
売
読

 
(

2
0
2
4/

12/

30)

日本社会事業大学では、これまでもより充実した学生生活を送れるよう学生相談窓口の設置
に取り組んできた。現在の学生相談・支援体制は以下のとおりである。

＊1　2009年（平成21）9月～
＊2　1998年（平成10）10月～　精神保健カウンセラー
＊3　2020年(令和2)3月～　障がい学生支援コーディネーター
＊4　2024年（令和6）4月～　障害学生支援に関する基本方針（規則）を定め「障害学生支援室」を設置

主な内容
学生生活全般
心の健康に関すること
障がいのある方の学修環境の支援

担　当
＊1 キャンパスソーシャルワーカー
＊2 カウンセラー
＊3 学修環境コーディネーター

窓　口
学生支援課
学生相談室
＊4 障害学生支援室

日本社会事業大学の取り組み

■これまでに至る様々な取り組みについて
二神 麗子さん（社会福祉学部 福祉援助学科 講師）のコメント
　社大では2005～2019年に障害のある学生への支援を「障がい学
生支援組織“CSSO”」が中心になり活動しており、私もこの活動に携
わっていた。障害のある学生に対する移動介助やノートテイク（要約
筆記）などの授業支援が具体的な活動内容であった。しかしながら、
大学側の組織的なサポート体制は整っておらず、この活動は学生の自

主性に支えられた取り組みが中心であった。
■現在行っている活動
学修環境コーディネーターは2名体制で運営しており、聴覚障害学生担当とそれ以外の障害
全般担当で役割が分かれています。

聴覚障害学生については、主に情報保障、教育補助機器の活用などにより、他の学生と平等

に学修できるよう支援しています。情報保障は主に、手話通訳、PCテイク、Googlepix-

elの音声認識を使った文字通訳支援など、授業の形態に合わせて手配しています。ま

た、こうした情報保障にご協力いただける学生支援者も随時募集しています。

もちろん、当事者学生からの相談対応や面談なども定期的に行っています。

聴覚障害学生以外については、身体障害、知的障害、精神障害、発達障害などのある

学生の修学や学生生活での困り事、合理的配慮や支援、工夫などについて相談に応

じています。面談は個室でゆっくりお話しをお伺いいたします。

■スタッフのコメント
・学修環境コーディネーターの高木です。障害・病気のあるなしに関わらず、学習面で

お困りのことがありましたらいつでもお尋ねください！また、年に数回「ランチ交流会」

という学生同士の交流会を開いておりますので、そちらもぜひご参加お待ちしており

ます。

・聴覚障害学生担当の所です。聴覚障害は見た目ではわかりにくく、理解されにくい

障害です。聞こえの程度や育った環境によって、必要な支援は一人ひとり異なります。

私自身も当事者として、聞こえない学生さんに寄り添いながら、よりよい支援を一緒

に考えていきたいと思っています。どうぞお気軽にお立ち寄りください。

（左から）高木萌花さん・所智子さん
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JCSW ネットワークを広げようJCSW ネットワークを広げよう

～ＯＢ・ＯＧ応援メッセージ～
同窓会の『福祉現場で活躍するOB・OGとの交流会』に参加いただいている旭児童ホームを訪問しました。

 

1
9
8
4
年（
昭
和
24
年
）4
月
定
員
20
名
の
養
護
施
設「
伸
愛
園
」を
横
浜
市
保
土
ケ
谷
区
に
オ
ー
プ
ン
。昭
和

61
年
法
人
及
び
施
設
を「
旭
児
童
ホ
ー
ム
」に
改
称
。現
在
、旭
児
童
ホ
ー
ム
は
横
浜
市
内
に
、児
童
養
護
施
設
を
2

カ
所（
旭
、川
和
）、児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
を
2
カ
所（
お
お
い
け
、か
わ
わ
）運
営
し
て
い
ま
す
。児
童
養
護
施
設

で
は
、30
年
来
、約
5
人
前
後
の
小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
の
実
践
に
長
く
取
り
組
ん
で
お
り
、ケ
ア
単
位
を
小
規
模
化

す
る
こ
と
、ま
た
各
人
が
専
門
性
を
備
え
た
チ
ー
ム
と
し
て
子
ど
も
の
養
育
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

菅
原
さ
ん　
在
学
時
、ゼ
ミ
の
先
生
に
勧
め
ら
れ

て
旭
児
童
ホ
ー
ム
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
。

各
分
園
の
ホ
ー
ム
担
当
職
員
は
数
日
間
連
泊
す

る
た
め
、こ
ど
も
た
ち
は
特
定
の
職
員
の
も
と
で

生
活
を
送
り
ま
す
。施
設
と
い
え
ど
も「
い
っ
て
ら

っ
し
ゃ
い
」「
お
か
え
り
」が
言
え
る
環
境
、そ
の
日

の
出
来
事
や
感
情
を
翌
日
以
降
も
継
続
し
共
有

で
き
る
こ
ど
も
と
職
員
の
関
係
性
に
魅
力
を
感

じ
、入
職
し
ま
し
た
。最
初
は
同
じ
法
人
の
中
で

川
和
児
童
ホ
ー
ム
に
配
属
さ
れ
た
後
、現
在
は
旭

児
童
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い
ま
す
。川
和
も
旭
も
、こ

ど
も
と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
続

け
、こ
ど
も
の
心
身
の
健
全
な
成
長
を
第
一
に
考

え
る
職
員
ば
か
り
で
、日
々
勉
強
で
す
。

近
藤
さ
ん
　「
子
ど
も
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
た

い
」と
い
う
漠
然
と
し
た
考
え
は
あ
り
ま
し
た
が
、

具
体
的
に
何
を
し
た
い
の
か
わ
か
ら
ず
、卒
業
ま

で
の
期
限
も
迫
り
、と
て
も
焦
っ
て
い
ま
し
た
。ゼ

ミ
の
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、い
く
つ
か
お
す

す
め
を
あ
げ
て
く
だ
さ
り
、そ
の
中
か
ら
旭
児
童

ホ
ー
ム
を
選
択
し
ま
し
た
。ゼ
ミ
の
先
輩
や
社
大

の
先
輩
に
所
縁
が
あ
っ
た
こ
と
も
入
職
理
由
の
一

つ
で
す
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご
し
方
で
す
が
、ア

イ
ド
ル
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
が
好
き
で
す
。ラ
イ
ブ
や
舞

台
に
当
た
れ
ば
ア
イ
ド
ル
を
応
援
し
に
行
き
ま
す

し
、デ
ィ
ズ
ニ
ー
は
２
カ
月
に
１
回
程
度
遊
び
に

行
き
ま
す
。友
達
と
ご
飯
や
買
い
物
に
行
く
事
も

よ
く
あ
り
ま
す
。二
日
連
続
で
休
み
が
あ
っ
た
ら
、

一
日
は
出
掛
け
、一
日
は
自
宅
で
休
む
こ
と
が
多
い

こ
と
が
多
い
で
す
。家
で
の
ん
び
り
す
る
こ
と
も
好

き
で
す
。

花
輪
さ
ん 

大
学
２
年
生
の
時
に
、ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
関
わ
り
は
じ
め
ま
し
た
。学
生
だ
っ
た
私
を
、

旭
児
童
ホ
ー
ム
は「
で
き
る
・
で
き
な
い
」で
は
な

く
、ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
受
け
止
め
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。そ
の
経
験
を
通
し
て
、自
分
自
身
が
少
し

ず
つ
成
長
で
き
る
場
所
だ
と
感
じ
た
こ
と
が
、入

職
の
大
き
な
き
っ
か
け
で
す
。ホ
ー
ム
で
は
子
ど
も

も
大
人
も
、本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
背
景
や
思
い
を

抱
え
て
生
活
し
て
い
ま
す
。日
々
の
暮
ら
し
の
な
か

で
ぶ
つ
か
る
壁
に
対
し
て
、ど
う
折
り
合
い
を
つ

け
、ど
う
乗
り
越
え
て
い
く
の
か
を
、一
緒
に
真
剣

に
考
え
向
き
合
え
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
、旭
児

童
ホ
ー
ム
の
一
番
の
魅
力
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

菅
原
さ
ん　
先
輩
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
が
、

「
そ
の
子
を
そ
の
子
自
身
と
し
て
見
る
こ
と
」。自

分
も
人
間
で
す
の
で
、先
入
観
や
偏
見
、そ
の
場
の

感
情
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
子
と
は
関
係
の
な
い
自
分
の
中
に
あ
る
モ
ノ

に
い
か
に
気
付
け
る
か
、そ
の
モ
ノ
が
こ
ど
も
を

見
る
目
の
邪
魔
を
し
て
い
な
い
か
。ま
だ
ま
だ
振

り
回
さ
れ
て
ば
か
り
で
す
が
、年
齢
や
成
育
歴
に

引
っ
張
ら
れ
ず
、そ
の
子
自
身
を
見
つ
め
ら
れ
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

近
藤
さ
ん
　「
こ
の
子
ど
も
は
こ
の
子
ど
も
」と
い

う
ふ
う
に
、ひ
と
り
ひ
と
り
が
ど
ん
な
子
ど
も
な

の
か
捉
え
て
、向
き
合
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。そ

れ
か
ら
、子
ど
も
の
気
持
ち
が
整
う
ま
で
ま
つ
こ

と
も
意
識
し
て
い
ま
す
。そ
の
子
の
ペ
ー
ス
を
急
が

さ
ず
、そ
の
子
が
動
き
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、や
り

た
い
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
日
々
模
索

し
て
い
ま
す
。

菅
原
さ
ん　
今
自
分
の
し
て
い
る
仕
事
や
こ
ど
も

と
の
向
き
合
い
方
が
本
当
に
正
し
い
の
か
、意
味
が

あ
る
の
か
、ど
こ
ま
で
や
れ
ば
い
い
の
か
と
、日
々

悩
む
こ
と
ば
か
り
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、こ
ど
も
た

ち
の
10
年
後
や
20
年
後
を
見
据
え
て
挑
戦
で
き
る

と
こ
ろ
が
旭
で
働
く
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
先
輩
方
や
こ
ど
も
た
ち
に
学
ば
せ
て
も

ら
い
な
が
ら
、で
き
る
だ
け
長
く
こ
ど
も
た
ち
と
付

き
合
っ
て
い
け
る
職
員
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

近
藤
さ
ん　
ホ
ー
ム
ご
と
に
雰
囲
気
が
全
く
違
う

と
こ
ろ
が
難
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
が
、同
時
に
面

白
い
と
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

花
輪
さ
ん　
学
生
時
代
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、こ
の
交
流
会
の
一
番
の
魅
力
は

「
全
員
が
社
大
の
卒
業
生
で
あ
る
」と
い
う
安
心

感
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。他
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
で

　
菅
原
香
南
さ
ん　
愛
媛
県
出
身
、2
0
2
2
年
卒
。前
職
で
学
校

の
教
員
を
し
て
お
り
、家
庭
の

こ
と
で
悩
み
や
傷
付
き
を
抱
え

た
児
童
・
生
徒
に
多
く
出
会
い

ま
し
た
。教
員
と
い
う
立
場
上

家
庭
に
は
関
与
で
き
な
い
こ

と
、自
分
の
不
勉
強
さ
へ
の
も
ど
か
し
さ
か
ら
転
職
を
決
め
、こ
ど

も
家
庭
福
祉
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
社
大
に
編
入
し
ま
し
た
。

近
藤
歌
乃
さ
ん　
秋
田
県
出
身
、2
0
2
4
年
卒
。高
校
卒
業
を
機
に
栃
木

県
の
短
大
に
入
学
し
ま
し
た
。短
大

時
代
は
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只
中
で
、興

味
の
あ
っ
た
子
ど
も
分
野
で
実
習

す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
と
か
か
わ
っ
た
経
験
も
乏

し
く
、「
こ
の
ま
ま
卒
業
し
て
就
職
で
き
な
い
、自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
を
も

う
少
し
詳
し
く
学
ん
で
み
た
い
」と
思
い
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、社
大
編
入

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。短
大
、大
学
時
代
は
、飲
食
店
の
ホ
ー
ル
、イ
ベ
ン
ト
警

備
ス
タ
ッ
フ
、学
童
保
育
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
ま
し
た
。黙
々
と
作
業

を
す
る
よ
り
は
、人
と
関
わ
る
仕
事
を
選
ん
で
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

花
輪
亮
佑
さ
ん　
神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
、2
0
2
5
年
卒
の
入

職
１
年
目
。在
学
時
は
生
徒
の
居
場
所
と
学
び
を
支
援
す
る
学
生

有
志
団
体「
ス
テ
ッ
プ
タ
イ
ム
」

の
立
ち
上
げ
に
参
加
。学
祭
の

実
行
委
員
と
し
て
も
精
力
的
に

活
躍
。ゼ
ミ
は
贄
川
信
幸
先
生

で
卒
業
研
究
は「
横
浜
型
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
支
援
に
つ
い
て
の
考
察
」で
し
た
。

同窓生が活躍する福祉現場の最前線から

教員から社大へ編入アルバイトは、飲食店
ホール、学童保育など行動力自信アリ？

は
少
し
緊
張
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
会
で
は
自
然
体
で
お
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。こ
の
交
流
会
を
き
っ
か
け
に
、是
非
施
設
見

学
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で

す
。そ
し
て
、数
年
後
に
ま
た
こ
の
場
で
同
期
と
再

会
し
、お
互
い
の
近
況
を
笑
顔
で
話
し
合
え
る
よ

う
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菅
原
さ
ん
　「
失
敗
を
恐
れ
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
！
」

　

私
が
在
学
し
た
2
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只
中

で
し
た
の
で
、対
面
授
業
も
多
く
は
な
く
、サ
ー

ク
ル
活
動
も
停
止
し
て
い
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、

先
生
方
や
同
じ
ゼ
ミ
の
友
人
た
ち
か
ら
得
ら
れ

た
も
の
は
、今
の
自
分
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
楽
し
み
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
さ
ま
ざ
な
人
と
出
会
い
、自
分
の

道
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

近
藤
さ
ん　
色
々
な
人
に
会
っ
て
、楽
し
い
大
学

生
活
を

　

何
事
も
無
理
は
し
す
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い
。た

く
さ
ん
遊
ん
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。好
き
な
と

こ
ろ
に
行
っ
て
、好
き
な
こ
と
を
し
て
、色
々
な
人

に
会
っ
て
、た
く
さ
ん
楽
し
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
中
か
ら
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。健
康
第
一
で
、楽
し
い
大
学

生
活
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

花
輪
さ
ん　
人
と
つ
な
が
る
機
会
が
、自
分
自
身

を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た

　

４
年
間
の
学
生
生
活
の
な
か
で
、さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
時
間
は
、今
で
も
大

切
な
思
い
出
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。授
業

や
実
習
だ
け
で
な
く
、仲
間
と
の
何
気
な
い
時
間

や
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
つ
な
が
る
機
会
が
、自
分
自

身
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
の
み
な
さ
ん
も
、是
非
い
ろ
い
ろ
な
場

に
積
極
的
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。思
い
が

け
な
い
ご
縁
や
出
会
い
が
、き
っ
と
こ
れ
か
ら
の

道
を
広
げ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

https://www.asahijidou..org./

小
規
模
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
＆
分
園　

地
域
で
子
育
て
の
相
談
と
応
援

在
校
生
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
！！

Ｑ
．入
職
さ
れ
た
理
由
や
仕
事
の
内
容
は
？

Ｑ
．皆
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

Ｑ
．心
が
け
て
い
る
こ
と
。や
り
が
い
な
ど

Ｑ
．仕
事
の
魅
力
や
こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど

Ｑ
．同
窓
会
の『
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
会
』

に
参
加
さ
れ
て
の
ご
感
想
・
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
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　同窓生の皆様には会報に同封されている「同窓会年
会費」納入用紙をお使いいただき、同窓会の学生教育
支援などへのご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げ
ます。　　　　　　　　　　  同窓会会長　竹田幹雄

スマートフォン決済。バーコードをアプリでかざすだけ！
　今までと同じ振込用紙で郵便局やコンビニでお振り込みされる
他、スマートフォン決済ができます。※「スマートフォン（アプリ決済）」
をご利用の場合は、振込用紙裏面をご確認の上ご利用くだい。

（終身会員制度について）
　2011年度から「終身会員」（５万円）が設けられ、納入時満年齢
60歳以上の方は、「年会費」と選択ができます。「終身会員」として納
入される方は、郵便局・ゆうちょ銀行の払込取扱票と払込書兼受領
証の金額3000を２本線で抹消し上段に50000と訂正し、“認印”を
推して下さい。コンビニエンスストアではお取り扱いできません。

“母校・在校生への支援”のため
会費納入にご協力を

抽選で５名様に

抽選で３名様に
A『障がい者と地域社会の真の共生
をめざして』　ＢＯＯＫプレゼント！
石橋須見江さん（学部2期1962年卒・大学院博士前期20期2010
年卒／障がいのある子どもをサポートしたい---高校生のときに抱い
た想いを60年以上もち続け、1998年社会福祉法人パステルを創
設。地域に溶け込み、地域の役に立つ全国から注目される社会福祉
法人の実例）の最新著書（幻冬舎、四六判195ページ）

学生自治会による卒業記念品（JCＳＷ入り）＜ホワイト＞

ご希望者は住所・氏名及び「ＢＯＯＫ」と「ココカフェ」の希望
別を次のあて先までご連絡ください。
〈郵便の方〉　　〒２０４－８５５５  清瀬市竹丘３－１－３０
　　　　　　　日本社会事業大学同窓会
〈ＦＡＸの方〉　  ０４２－４９６－３０５１
〈Ｅ-mailの方〉　kouyu@jcsw.ac.jp

Bココカフェ蓋付き真空二重マグ
カッププレゼント

北海道支部　 25年度道同窓会秋季セミナー
　　　　　　 ・懇親会

福島県支部　 支部セミナー・総会・懇親会

熊本県支部　 福祉公開講演会「熊本の福祉の源流、先人たちに学ぶパート２」

岩手県支部　 講演会・支部総会・懇親会

2026年創立80周年
母校のさらなる発展に向け取組を推進

在校生・卒業生が一体となって企画します
交流会企画への卒業生・在校生の積極的参
加に向けて意見交換

11月15日  

記念事業の主要項目などを議題として意見交換と情報共有を行いました。
■「ゼミ・寮生・サークル等のホームカミングデー交流会」の計画内容について
■同窓会記念冊子の仕様概要について
■大学の80周年記念事業（情報共有）

80周年記念事業実行委員会【第４回】

令和７年11月20日。会員の近況報告。木
村信幸支部長が交代。
　　　　　　           （支部長　堀口頼章）

令和７年11月８日。社会福祉法人慈愛園パウラスホーム地域交流スペース。潮谷愛一氏、義子氏ご夫妻による講演　
「モードパウラスと慈愛園の軌跡と福祉の未来」　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  （支部長　谷口千代子）

・令和7年8月31日。ホテルニュー
イタヤ。
「社会福祉セミナーin栃木」等意見交
換会
・令和7年11月8日。社会福祉法人
パステルCＳＷおとめ。

同窓会社会福祉セミナーの開催計画について意見交換。県内社会福祉法
人パステル、すぎのこ会、同愛会が参加                            （支部長 檜山浩）

令和７年11月22日。日本キ
リスト教団小高伝道所ほか
（南相馬市）。
「山本さとしコンサート＆鼎
談～歌と語りで祈るふくしま
の地域再生、復興～」
地元住民や県内・県外のふ
くしまの復興に関心を寄せる方々17名参加。山本さんの東日本大震災と福島
の原発事故による避難を余儀なくされた浜通りの住民の方々に寄り添う歌と
トークに、深い感銘と感動をいただきました。　　　       （支部長　菊地惠子）

令和７年９月27日。
日本医療大学月寒キ
ャンパス。大橋謙策名
誉教授の基調講演
「地域共生社会政策
における重層的支援

体制整備事業とコミュニティーソーシャルワーク」ほか。 （支部長　瀬戸雅嗣）

令和７年７月５日。ホテルメト
ロポリタン盛岡ニューウイング。
日本社会事業大学社会福祉学
会「木田賞受賞」記念講演　社
会福祉法人みちのく大寿会野
田大介理事の講演。右京昌久支部長が交代。  　　 　    （支部長    中村伸之）

宮城県支部　 支部役員会

栃木県支部　 支部総会・懇親会
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清
瀬
市
で
高
齢
者
な
ど

の
支
援
に
関
わ
ら
れ
て

い
ま
す
が

　
東
京
聖
労
院
は
、

1
9
2
8(

大
正
15)

年
東

京
浅
草
で
の
生
活
困
窮

者
の
救
済
事
業
が
始
ま
り
で
す
。開
設
以

降
、浮
浪
者
・
生
活
困
窮
者
の
救
済
事

業
、戦
後
に
は
生
活
保
護
施
設
で
あ
る
更

生
施
設（
後
に
宿
所
提
供
施
設
に
変

更
）
、
母
子

寮
の
経
営
、

1
9
9
6
年

以
降
は
高

齢
者
福
祉

に
転
じ
、

2
0
0
3

年
か
ら
は
児

童
関
係
の
事

業
を
加
え
て

今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。

現
在
は
都
内
4
つ
の
区
市（
清
瀬
市
、小

金
井
市
、北
区
、港
区
）で
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
を
。2
つ
の
区（
北
区
、港

区
）で
児
童
館
、学
童
ク
ラ
ブ
等
の
運
営

を
し
て
い
ま
す
。

現
在
に
至
る
ま
で
の
私
の
経
歴
と
現

状
に
つ
い
て

　
私
が
社
大
に
入
学
し
た
の
は

1
9
8
2
年
の
こ
と
で
し
た
。こ
れ
か

ら
の
4
年
間
、大
学
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
入
学
し
た

も
の
の
、同
級
生
の
志
の
高
さ
に
衝
撃

を
受
け
、挫
折
し
た
記
憶
は
今
で
も
鮮

明
で
す
。当
時
、こ
れ
は
と
て
も
自
分
み

た
い
な
者
が
四
年
間
過
ご
せ
る
場
所

で
は
無
い
と
感
じ
た
も
の
で
し
た
。当

然
の
こ
と
な
が
ら
ひ
と
月
も
経
た
ぬ
間

に
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
。憧
れ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
は
一
転
し
て
暗
黒
時
代
に
突

入
し
か
け
た
の
で
し
た
。

　
そ
ん
な
私
の
大
学
生
活
に
と
っ
て
大

き
な
転
機
と
な
り
、そ
の
後
の
人
生
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
出
来
事
。

そ
れ
は
野
球
部
入
部
、そ
し
て
そ
こ
で
の

先
輩
・
同
期
・
後
輩
と
の
出
会
い
で
し
た
。

大
学
で
の
自
分
の
居
場
所
を
よ
う
や
く

発
見
し
、地
に
足
の
つ
い
た
大
学
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。暗
く
な
る
ま
で
ボ
ー
ル

を
投
げ
、打
ち
、追
い
か
け
、一
部
昇
格
を

目
標
に
共
に
過
ご
し
た
多
く
の
時
間
、尊

敬
す
る
諸
先
輩
の
後
ろ
姿
を
追
い
、同
級

生
・
後
輩
と
切
磋
琢
磨
し
た
日
々
は
忘

れ
が
た
い
思
い
出
で
す
。卒
業
後
も
途
切

れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
先
輩
・
同

期
・
後
輩
と
の
関
係
。最
近
で
は
皆
さ
ん

年
齢
的
に
も
余
裕
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う

か
、そ
の
輪
は
と
て
も
広
く
賑
や
か
に
な

り
、お
会
い
す
る
機
会
も
増
え
、再
会
す

れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
四
十
年
前
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
懐
か
し
い
・
暖
か
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
方
、本
業
で
あ
る
学
業
は
残
念
な
が

ら
遂
に
四
年
間
、目
覚
め
る
こ
と
無
く
過

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。私
に
と
っ
て
は
授

業
内
容
が
あ
ま
り
に
も
難
し
く
、理
解
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
一
番
の
原
因
だ
っ
た

と
は
思
い
ま
す
が
、今
思
え
ば
も
う
少
し

頑
張
れ
な
か
っ
た
も
の
か
と
後
悔
も
し
て

い
ま
す
。そ
ん
な
中
で
唯
一
、自
分
で
も
少

し
は
勉
強
し
た
か
と
思
え
る
も
の
が
、今

の
仕
事
に
つ
な
が
る
高
齢
者
福
祉
に
関

す
る
分
野
で
し
た
。当
時
は「
老
人
福
祉
」

と
呼
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。卒
業

後
、た
っ
た
一
つ
の
主
体
的
な
学
び
の
領

域
で
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
就

職
、介
護
と
相
談
業
務
を
経
験
し
現
在

は
施
設
管
理
者
と
法
人
常
務
理
事
を
兼

務
し
施
設
運
営
と
法
人
経
営
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。落
ち
こ
ぼ
れ
だ
っ
た
私
が
職

種
・
立
場
は
変
わ
り
な
が
ら
も
卒
業
後

四
十
年
も
の
間
、高
齢
者
福
祉
の
領
域
で

仕
事
が
出
来
た
こ
と
は
不
思
議
で
も
あ

り
幸
せ
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

東
京
聖
労
院
が
目
指
し
て
い
る
も
の

1
9
9
6
年
以
降
高
齢
者
福
祉
事
業
に

転
じ
さ
ら
に
2
0
0
3
年
か
ら
は
児
童

関
係
事
業
へ

　
間
も
な
く
1
0
0
年
に
至
る
当
法

人
の
歩
は
、常
に「
時
代
時
代
の
社
会

福
祉
課
題
」に「
無
私
無
欲
」「
先
駆
性

」「
開
拓
性
」の
精
神
で
果
敢
に
取
り
組

み
、公
の
利
益
に
資
す
る
こ
と
を
存
在

意
義
と
し
た
活
動
の
歴
史
で
す
。

1
9
9
0
年
代
の
東
京
都
内
の
福
祉

ニ
ー
ズ
を
振
り
返
れ
ば
、高
齢
・
児
童

福
祉
へ
の
業
種
転
換
と
い
う
舵
取
り
は

法
人
の
D
N
A
に
基
づ
く
自
然
な
流

れ
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

地
域
の
福
祉
向
上
に
積
極
貢
献

　
法
人
直
営
の
清
瀬
市
・
小
金
井
市
の

各
拠
点
で
は
、地
域
で
不
足
す
る
資
源
が

あ
れ
ば
、新
規
事
業
所
の
立
上
げ
や
事

業
受
託
を
進
め
て
来
ま
し
た
。そ
の
結
果

が
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
に
繋
が

っ
て
い
ま
す
。現
在
、両
市
で
は
特
養
・
短

期
入
所
・
通
所
介
護
・
訪
問
介
護
・
居
宅

介
護
支
援
、5
つ
の
介
護
保
険
事
業
と
行

政
の
委
託
を
受
け
た
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、高
齢
者
住
宅
管
理
等
を
運
営

し
て
い
ま
す
。ま
た
各
拠
点
で
は
地
域
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
独
自
の
公
益
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
職
員
満
足
」な
く
し
て「
利
用
者
満
足
」

な
し

　
業
種
転
換
を
成
し
遂
げ
た
先
代
理
事

長
が
こ
だ
わ
っ
た
言
葉
で
す
。「
仕
事
を

通
し
自
己
実
現
を
追
い
求
め
る
職
員
だ

け
が
、ご
利
用
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
支

援
を
実
践
で
き
る
」と
い
う
考
え
が
根
本

に
あ
っ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
と
抱
負
な
ど
に
つ
い
て

　
も
ち
ろ
ん
四
十
年
も
の
長
い
年
月
、こ

の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、

大
学
時
代
か
ら
支
え
て
く
だ
さ
る
大
勢

の
方
々
の
存
在
の
お
陰
で
す
。野
球
部
の

皆
さ
ん
、特
に
元
野
球
部
部
長
で
学
生

課
長
の
伊
藤
博
胤
同
窓
会
顧
問(

も
う
時

効
か
と
思
い
ま
す
が
顧
問
が
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
け
れ
ば
卒
業
そ
の
も
の
が
危
う
い

状
況
で
し
た)

。大
学
卒
業
の
た
め
に
数

え
き
れ
な
い
援
助
を
い
た
だ
い
た
同
級

生
。勝
手
に
恩
師
と
思
っ
て
い
る
三
浦
文

夫
先
生(

第
5
代
学
長)

、学
生
時
代
は
授

業
と
ゼ
ミ
で
は
殆
ど
お
会
い
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、明
治
通
り
の
向
こ
う
側
に
あ

る
商
店
街
の
飲
み
屋
で
は
、し
ば
し
ば
課

外
授
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。卒
業

後
に
一
度
だ
け
転
職
し
た
時
、偶
然
で
す

が
先
生
が
法
人
の
理
事
を
務
め
て
い
て

再
会
。足
り
な
い
私
に
改
め
て
熱
心
な
ご

指
導
を
く
だ
さ
り
、ご
自
宅
に
も
何
度
も

お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま

た
、当
時
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
だ
っ
た
高
齢

者
福
祉
を
専
攻
し
た
数
少
な
い
同
級

生
。卒
業
後
は
ず
っ
と
目
標
に
し
て
頑
張

っ
て
き
ま
し
た
。相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
数
知
れ
ず
、今
な
お
目
標
で
あ

り
続
け
て
い
ま
す
。

　
社
大
に
入
学
し
、数
多
く
の
方
々
の

お
力
を
い
た
だ
き
、福
祉
の
こ
こ
ろ
を

探
し
な
が
ら
、こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。気

付
け
ば
仕

事
の
ゴ
ー
ル

は
も
う
目
の

前
。残
さ
れ

た
時
間
を

全
力
で
駆
け

抜
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

母
校
社
大
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
！！

　
近
年
は
、福
祉
制
度
が
複
雑
化
し
、

支
援
の
技
術
も
高
度
化
し
て
き
て
い
ま

す
が
、こ
う
し
た
制
度
や
技
術
に
詳
し

い
だ
け
の
人
で
は
な
く
、主
体
的
に
実

践
で
き
る
人
材
が
現
場
に
は
必
要
で

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
中
で
社
大

が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割

は
、益
々
重
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。　
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卒業式　三浦文夫先生と

学園祭の準備学園祭の準備合宿の朝散歩

小滝　一幸

学部26期
（1986年卒）

（こだき　かずゆき）

1963（昭和38）年３月22日埼玉県所沢市生まれ。1986年日本社会事業大学
社会福祉学部・社会事業学科卒業。立川の特別養護老人ホーム生活指導員等勤
務を経て、1995年に社会福祉法人東京聖労院高齢者施設開設準備委員として
入職。2006年4月常務理事就任。（2000年~特別養護老人ホーム清雅苑施設
長）社会活動：清瀬市介護保険事業計画策定委員長、地域包括支援センター運
営協議会副会長、日本社会事業大学を囲む会委員。現在清瀬市社会福祉協議会
理事。日本社会事業大学同窓会副会長。日本社会事業大学評議員他。
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